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論文内容の要旨

歯牙萌出予定部位の歯槽堤粘膜上皮と歯匹をつなぐ歯堤は，ヒトでは歯の萌出過程において離断し，

退行萎縮することが今までの組織学的研究によって確かめられている。一方，ラットの臼歯では歯の発

生から萌出に至る過程で歯堤の断裂や消失はないことが知られており，歯堤が臼歯の萌出に何らかの積

極的な役割をはたしているともいわれているが，その詳細はいまだ明らかではない。

本研究は，ラットの臼歯萌出に歯堤がいかなる関与をなすかを調べる目的で，歯堤の形状，細胞の微

細構造およびその上皮表面構造の変化を歯槽堤粘膜上皮と比較しながら経目的に観察し，あわせて PA

S反応およびアルカリフォスファターゼ (ALPase) 活性の分布を組織化学的に検索したものである。

材料には生後 O 日から 18日の Wistar系ラットの上顎第 1 臼歯部をもちいた。

歯堤の形態変化および組織学的観察にあたっては，各日齢のラット上顎を通法により浸漬固定，脱灰

の後，パラフィン包埋し，前頭断で連続切片を作成， HE染色を施して光学顕微鏡により観察した。

微細構造観察は，潅流後浸漬固定した上顎をEDTA水溶液にて脱灰し，オスミウム酸にて後固定を

行い，通法に従ってエポン包埋して超薄切片を作成し，ウラン・鉛二重染色を施して透過型電子顕微鏡

で観察した。

歯槽堤上皮自由表面の観察にあたっては，摘出した上顎の粘膜上皮表面を生理食塩水にて洗浄して粘

液除去を行った後，浸漬固定し，通法により臨界点乾燥を行い，金蒸着を施して走査型電子顕微鏡によ

り観察した。

PAS反応による組織化学は，透過型電子顕微鏡観察用にエポン包埋した試料の一部を厚さ 1μmに薄

切し，スライドグラス上で水酸化カリウムーエタノール液にて脱エポンした後， PAS染色を施し，光学
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顕微鏡にて観察した。

ALPase活'性の組織化学は以下のように行った。すなわち，潅流固定後，摘出した上顎を更に二時間

浸漬固定， EDTA水溶液にて脱灰し，ビブラトームで約60μm厚の前頭断切片を作成，硫酸マグネシ

ウム液により ALPase活性の再賦活を行った。次いでクエン酸鉛とリン酸基質を含む浸漬液で3rc ， 30 

分間反応させ，後固定を施し，脱水，エポン包埋した。光顕用には厚さ約 1μmの切片を作成し無染

色あるいはメチレンブルーで染色後，光学顕微鏡にて観察した。電顕用には超薄切し，無染色あるいは

クエン酸鉛による単染色を施し，透過型電子顕微鏡で観察した。

生後 O 日より萌出に至るまで，歯佐と口腔粘膜上皮とは歯匪の第 1 岐頭と第 2 校頭の聞から遠心にか

けて歯槽堤頂の頬側で歯堤によりつながっていた。歯堤の前頭断面像は出生日から生後12日までは頬舌

方向および上下方向に膨大するが， 14日以降臼歯の萌出まで歯堤は急激に上下方向に縮小し，頬舌方向

に拡大した。そして臼歯の萌出過程における粘膜上皮の開窓に先だって，第 1 校頭相当部では歯匹の縮

合エナメル上皮と口腔粘膜上皮の癒合が起きたのに対して，第 2 岐頭と第 3 岐頭相当部では歯堤が頬舌

的に拡大し，歯脹と口腔粘膜上皮の間は広範な上皮細胞集団が形成され，口腔側と歯陸側の両方から角

化の進行が見られた。

歯脹の第 1 校頭と第 2 唆頭の間に相当する歯堤近心部では，生後 3 日から 12日にかけて表面には近遠

心方向に走る裂溝が観察され，この部の歯堤内では角質細胞層と頼粒細胞層がくさび状に陥入し，他の

歯槽堤粘膜上皮や歯堤遠心部の上皮には見られない形態学的特徴をもった上皮細胞が集合していた。

すなわち，最表層の角質細胞はその表面に微小堤の複雑に変化した形態が見られ，細胞質は厚く，その

フィラメントパターンは疎であり，その下層の頼粒細胞は大型で扇平度は弱く， buccal type のケラト

ヒアリン頼粒を有していた。また，有赫細胞は大型でトノフィラメントの発達が悪く， PAS反応陰性

で、 ALPase、活性陽4性であった。これらの所見は，同部の上皮細胞の成熟過程が隣接する他の粘膜上皮と

は異なることを示していると考えられる。

本研究結果により，ラット上顎第 1 臼歯の萌出過程において，第 1 岐頭と第 2 校頭の中間部の歯堤内

に微細構造的および組織化学的に他の粘膜上皮とは異なる成熟過程を示す細胞群があることが明らかに

なり，それらが歯の萌出を誘導し，萌出時期とその位置を決定する要因のーっとなっていることが示唆

された。

論文の審査結果の要旨

本研究は，ラット上顎第 1 臼歯の萌出にともなう歯堤の形態と構造の変化を隣接する歯槽堤粘膜上皮

と比較しながら生後日齢を追って調べたものである。その結果，臼歯の萌出過程で歯堤内の一部にアル

カリフォスファターゼ活性陽性でPAS反応陰性の細胞群が出現することを発見している。そしてこれ

らの細胞群を含む歯堤の細胞の微細構造を透過型および走査型電子顕微鏡によって調べ，他の歯槽堤粘

膜上皮とは異なる角化様式を示すことを明らかにし，その機能的意義について論じている。
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以上のことは，歯堤の形態学的特徴を明確にし萌出過程における歯堤の機能的役割を理解するため

に重要な手がかりを与えたものである。よって，本論文は歯学博士の学位を与えるに値するものである

と認める。
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